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【グループの説明】たて笛のつどい：5種類のリコーダーアンサンブル
　　　　　　　　　Duo Elf（デュオ・エルフ）：アルトサックスとピアノのデュオ
　　　　　　　　　　   （オン）：ピアノ連弾
　　　　　　　　　QSP（キューエスピー）：弦楽四重奏
　　　　　　　　　Punctum（プンクトゥム）：アルトサックス、ヴァイオリン、ピアノのアンサンブル

「街かどコンサート」は仙台国際音楽コンクールの関連事業として、広く市民の皆様にクラシック音楽を楽しんでいただくこと
を目的としたコンサートシリーズです。今回は仙台市内10ヶ所の市民センター・児童館で開催いたします。どこかで聴いたこと
がある定番の名曲を中心としたコンサートです。また今回は初の試みとして、仙台で音楽を学んでいる学生団体が企画段階から
参画し、各地域のニーズに合わせた公演を開催します。お近くの会場にどうぞお出かけください！
 
仙台国際音楽コンクール関連事業　「街かどコンサート」　市民センター・児童館編
■入場方法：入場無料（申込不要、直接会場へお越しください。年齢制限はありません）

「街かどコンサート」が開催されます

2013年の5～6月に開催された第5回仙台国際音楽コンクールのヴァイオリン部門で優勝したリチャード・リンさん（アメリカ／台湾）の真摯な
ヴァイオリン、ピアノ部門で優勝したソヌ・イェゴンさん（韓国）の躍動するピアノ、若き二人のコンクール本番での臨場感ある感動のライブを
収録したCDが好評発売中です。ホストオーケストラの仙台フィルハーモニー管弦楽団と常任指揮者のパスカル・ヴェロさんの共演によるコンチ
ェルト（協奏曲）の醍醐味をお楽しみください。

■リチャード・リン（ヴァイオリン）〔FOCD9612〕
　　＜収録曲＞
　　ベートーヴェン：ロマンス ト長調　op.40
　　バルトーク：ヴァイオリン協奏曲　第1番 Sz36
　　ブラームス：ヴァイオリン協奏曲　ニ長調　op.77

■ソヌ・イェゴン（ピアノ）〔FOCD9613〕
　　＜収録曲＞
　　モーツァルト：ピアノ協奏曲　ハ長調　K467
　　ラフマニノフ：ピアノ協奏曲　第3番　ニ短調　op.30

価格：各1枚 2,400円＋税　／　販売：新星堂カルチェ５仙台店他、全国CDショップ
問合せ：仙台市市民文化事業団コンクール推進課　　TEL　022-727-1872

気がつくと『花は咲く』を口ずさんでいる。
岩井俊二作詞・菅野よう子作曲の東日本
大震災復興支援ソングである。やさしく
そっと包んでくれる気がして心に残る曲で
ある。ＴＶからはいろんな分野のスターた
ちが、いえ、今では世界のアーティスト達
が歌ってくれているのを見聴きする。そし
てつい最近、優勝者リサイタルのリチャー
ド・リンさんがアンコールに選んでくれた
ことも忘れられない。一刻も速やかなる復
興を！（三）

正月からConcerto編集で寝正月にはなら
ず、働く一年になりそうです。（川）

今回、インタビューでリチャード・リン
さんの真摯で温かい人柄に触れて、ますま
すファンになりました。６月の東京公演
にも行ってしまいそうです。（岡）

来年は、いよいよ仙台市地下鉄東西線の
開業とか、随分先のことかと思っており
ましたが、早いものです。益々、仙台は、
都市化に拍車が掛かるでしょう。（清）

２０１４年が始動。仙台の音楽文化をも
っともっと感じて、より多くの人とその感
動を分かち合うことができたなら最高に
幸せです。(kuri）

コンクール出場者のその後の活躍と進化に
は目を見張るものがあり、上り坂の彼等の
若さ＋経験が血となり肉となり奏でる音の
エキスとなっていくと感じるこのごろ。下
り坂の私にとって彼等の奏でる音のパワー
がなによりの精神のサプリメントとなって
いる。（吾）

素晴らしい演奏を聴かせてくれた第５回優勝
者の二人。仙台から世界に羽ばたく二人の
応援も引き続きよろしくお願いいたします。
（事務局／松）

事務局は早速次回コンクールの準備へ。今年
もどうぞよろしくお願いいたします。
（事務局／戸）

　第５回仙台国際音楽コンクールで優勝されたリチャード・リンさん（アメリカ／台湾）が昨年末、来日されました。
１２月６日に日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）で行われた優勝者記念リサイタルの翌日、コンクール後のことやリサイタル
について、英語でインタビューさせていただきました。

    インタビュー リチャード・リンさん
（第５回仙台国際音楽コンクール・ヴァイオリン部門優勝）

第5回仙台国際音楽コンクール優勝記念公式CD　発売中！

　　（次ページへ続く→）

来日直前の台湾でのコンサートではチャイコフスキーのコンチェルトを１日に２回演
奏されたと聞いて驚きました。
　自分自身でも１日に２回、同じコンチェルトを演奏するというのは初めての経験で、
本当に大変でした。この２つのコンサートは、２つの会社がそれぞれの顧客を対象に
して開催したもので、両公演とも会場は満席となりました。皆さんとても情熱的な反
応で、演奏を楽しんでいただけたと思います。

仙台国際音楽コンクールの優勝から約半年が過ぎました。仙台のコンクールはリンさ
んご自身や演奏活動にどのような変化を与えましたか。
　コンクールを通して多くの人達に私自身のことを知ってもらい、また、自分の演奏
スタイル、自分の解釈も聴いていただくことができました。そして、コンサートやリ
サイタルなど、いろいろな演奏機会も増え、多くの人達にリチャード・リンという名
前を知っていただける良いチャンスとなりました。コンクールによって、自分の人生、
自分の音楽というものが成長できたように思います。

ジュリアード音楽院に移られて、３ヶ月かと思います。学習や生活はどう変化しまし
たか。
　カーティス音楽院を卒業してから、新しい先生に就くことになりました。今度の
ルイス・カプラン先生の指導法は、カーティス音楽院時代の恩師アーロン・ロザンド

先生とはかなり違います。ロザンド先生は一緒にヴァイオリンを弾き、ともに音楽を作ることを通して、彼の様式、いわゆるスラ
イドや指使いやボウイングなどの技術を学んでいくものでした。対照的に、カプラン先生はレッスンではほとんど演奏しません。
作品や作曲家に関しての話をしたり、いろいろな比喩を使って、その作品の説明をすることによって、私にヒントを与えてくれ
たり、励ましたりしてくれます。
　カーティス音楽院では全員で１６０人強、大きなファミリーのようなもので、毎日同じ人達と顔を合わせていました。それと
比べると、ジュリアード音楽院では在籍する学生の数も多く、毎日新しい人と出会うのです。より多くの音楽家と接することが
でき、また自分をより多くの人達に知ってもらう場でもあります。まだまだ新しい生活に慣れている最中ですね。

ジュリアード音楽院からは仙台のコンクールに多くの学生の方が出場してくれています。ジュリアードに移られてから、仙台の
コンクールのことが話題になったことがありますか。
　はい！特に韓国の方がこの仙台のコンクールのことを良く知っていて、入学した時からすぐ「あの仙台のコンクールで優勝し
たリチャード・リン」と言われました。

では昨晩のリサイタルについてお伺いします。今回、全てのプログラムをご自身で選ばれたそうですね。選曲した理由やその曲
に寄せる想いをお聞かせください。
（注：プログラム内容　ベートーヴェン　ヴァイオリンソナタ第１番／グリーグ　ヴァイオリンソナタ第３番／
　　　サラサーテ　スペイン舞曲集と「ツィゴイネルワイゼン」／アンコール　「花は咲く」、「出外人」（蕭泰然）、「浜辺の歌」）
　まず、プログラムそのものですが、全部自分で考えたのは今回が最初です。ロザンド先生の考えに基づいて最初に聴きやすい
曲から入っていって、そこからテンションを上げて後半ではエキサイティングで派手な曲を持ってくるように構成しました。そ
れで、ベートーヴェンのソナタをプログラムの最初にしてみました。この第１番は大好きなのですが、大勢の聴衆の前で弾くの
は今回が初めてでした。特に好きなのは第２楽章です。これはベートーヴェンが書いた１０曲のソナタのうちで、もっとも綺麗
な楽章ではないでしょうか。今まで、３番、５番、７番は演奏会で弾いたことがあったのですが、今回はこの１番を是非弾きた
いという強い気持があったのです。
　グリーグですが、この曲を初めて耳にしたのはハイフェッツの録音でした。そのスタイル、スライドや音色がすごく好きだっ
たので、決して物まねをするというのではなく、その素晴らしいところを取り入れたいと思いました。
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【グループの説明】たて笛のつどい：5種類のリコーダーアンサンブル
　　　　　　　　　Duo Elf（デュオ・エルフ）：アルトサックスとピアノのデュオ
　　　　　　　　　　   （オン）：ピアノ連弾
　　　　　　　　　QSP（キューエスピー）：弦楽四重奏
　　　　　　　　　Punctum（プンクトゥム）：アルトサックス、ヴァイオリン、ピアノのアンサンブル

「街かどコンサート」は仙台国際音楽コンクールの関連事業として、広く市民の皆様にクラシック音楽を楽しんでいただくこと
を目的としたコンサートシリーズです。今回は仙台市内10ヶ所の市民センター・児童館で開催いたします。どこかで聴いたこと
がある定番の名曲を中心としたコンサートです。また今回は初の試みとして、仙台で音楽を学んでいる学生団体が企画段階から
参画し、各地域のニーズに合わせた公演を開催します。お近くの会場にどうぞお出かけください！
 
仙台国際音楽コンクール関連事業　「街かどコンサート」　市民センター・児童館編
■入場方法：入場無料（申込不要、直接会場へお越しください。年齢制限はありません）

「街かどコンサート」が開催されます

2013年の5～6月に開催された第5回仙台国際音楽コンクールのヴァイオリン部門で優勝したリチャード・リンさん（アメリカ／台湾）の真摯な
ヴァイオリン、ピアノ部門で優勝したソヌ・イェゴンさん（韓国）の躍動するピアノ、若き二人のコンクール本番での臨場感ある感動のライブを
収録したCDが好評発売中です。ホストオーケストラの仙台フィルハーモニー管弦楽団と常任指揮者のパスカル・ヴェロさんの共演によるコンチ
ェルト（協奏曲）の醍醐味をお楽しみください。

■リチャード・リン（ヴァイオリン）〔FOCD9612〕
　　＜収録曲＞
　　ベートーヴェン：ロマンス ト長調　op.40
　　バルトーク：ヴァイオリン協奏曲　第1番 Sz36
　　ブラームス：ヴァイオリン協奏曲　ニ長調　op.77

■ソヌ・イェゴン（ピアノ）〔FOCD9613〕
　　＜収録曲＞
　　モーツァルト：ピアノ協奏曲　ハ長調　K467
　　ラフマニノフ：ピアノ協奏曲　第3番　ニ短調　op.30

価格：各1枚 2,400円＋税　／　販売：新星堂カルチェ５仙台店他、全国CDショップ
問合せ：仙台市市民文化事業団コンクール推進課　　TEL　022-727-1872

気がつくと『花は咲く』を口ずさんでいる。
岩井俊二作詞・菅野よう子作曲の東日本
大震災復興支援ソングである。やさしく
そっと包んでくれる気がして心に残る曲で
ある。ＴＶからはいろんな分野のスターた
ちが、いえ、今では世界のアーティスト達
が歌ってくれているのを見聴きする。そし
てつい最近、優勝者リサイタルのリチャー
ド・リンさんがアンコールに選んでくれた
ことも忘れられない。一刻も速やかなる復
興を！（三）

正月からConcerto編集で寝正月にはなら
ず、働く一年になりそうです。（川）

今回、インタビューでリチャード・リン
さんの真摯で温かい人柄に触れて、ますま
すファンになりました。６月の東京公演
にも行ってしまいそうです。（岡）

来年は、いよいよ仙台市地下鉄東西線の
開業とか、随分先のことかと思っており
ましたが、早いものです。益々、仙台は、
都市化に拍車が掛かるでしょう。（清）

２０１４年が始動。仙台の音楽文化をも
っともっと感じて、より多くの人とその感
動を分かち合うことができたなら最高に
幸せです。(kuri）

コンクール出場者のその後の活躍と進化に
は目を見張るものがあり、上り坂の彼等の
若さ＋経験が血となり肉となり奏でる音の
エキスとなっていくと感じるこのごろ。下
り坂の私にとって彼等の奏でる音のパワー
がなによりの精神のサプリメントとなって
いる。（吾）

素晴らしい演奏を聴かせてくれた第５回優勝
者の二人。仙台から世界に羽ばたく二人の
応援も引き続きよろしくお願いいたします。
（事務局／松）

事務局は早速次回コンクールの準備へ。今年
もどうぞよろしくお願いいたします。
（事務局／戸）

　第５回仙台国際音楽コンクールで優勝されたリチャード・リンさん（アメリカ／台湾）が昨年末、来日されました。
１２月６日に日立システムズホール仙台（仙台市青年文化センター）で行われた優勝者記念リサイタルの翌日、コンクール後のことやリサイタル
について、英語でインタビューさせていただきました。

    インタビュー リチャード・リンさん
（第５回仙台国際音楽コンクール・ヴァイオリン部門優勝）

第5回仙台国際音楽コンクール優勝記念公式CD　発売中！

　　（次ページへ続く→）

来日直前の台湾でのコンサートではチャイコフスキーのコンチェルトを１日に２回演
奏されたと聞いて驚きました。
　自分自身でも１日に２回、同じコンチェルトを演奏するというのは初めての経験で、
本当に大変でした。この２つのコンサートは、２つの会社がそれぞれの顧客を対象に
して開催したもので、両公演とも会場は満席となりました。皆さんとても情熱的な反
応で、演奏を楽しんでいただけたと思います。

仙台国際音楽コンクールの優勝から約半年が過ぎました。仙台のコンクールはリンさ
んご自身や演奏活動にどのような変化を与えましたか。
　コンクールを通して多くの人達に私自身のことを知ってもらい、また、自分の演奏
スタイル、自分の解釈も聴いていただくことができました。そして、コンサートやリ
サイタルなど、いろいろな演奏機会も増え、多くの人達にリチャード・リンという名
前を知っていただける良いチャンスとなりました。コンクールによって、自分の人生、
自分の音楽というものが成長できたように思います。

ジュリアード音楽院に移られて、３ヶ月かと思います。学習や生活はどう変化しまし
たか。
　カーティス音楽院を卒業してから、新しい先生に就くことになりました。今度の
ルイス・カプラン先生の指導法は、カーティス音楽院時代の恩師アーロン・ロザンド

先生とはかなり違います。ロザンド先生は一緒にヴァイオリンを弾き、ともに音楽を作ることを通して、彼の様式、いわゆるスラ
イドや指使いやボウイングなどの技術を学んでいくものでした。対照的に、カプラン先生はレッスンではほとんど演奏しません。
作品や作曲家に関しての話をしたり、いろいろな比喩を使って、その作品の説明をすることによって、私にヒントを与えてくれ
たり、励ましたりしてくれます。
　カーティス音楽院では全員で１６０人強、大きなファミリーのようなもので、毎日同じ人達と顔を合わせていました。それと
比べると、ジュリアード音楽院では在籍する学生の数も多く、毎日新しい人と出会うのです。より多くの音楽家と接することが
でき、また自分をより多くの人達に知ってもらう場でもあります。まだまだ新しい生活に慣れている最中ですね。

ジュリアード音楽院からは仙台のコンクールに多くの学生の方が出場してくれています。ジュリアードに移られてから、仙台の
コンクールのことが話題になったことがありますか。
　はい！特に韓国の方がこの仙台のコンクールのことを良く知っていて、入学した時からすぐ「あの仙台のコンクールで優勝し
たリチャード・リン」と言われました。

では昨晩のリサイタルについてお伺いします。今回、全てのプログラムをご自身で選ばれたそうですね。選曲した理由やその曲
に寄せる想いをお聞かせください。
（注：プログラム内容　ベートーヴェン　ヴァイオリンソナタ第１番／グリーグ　ヴァイオリンソナタ第３番／
　　　サラサーテ　スペイン舞曲集と「ツィゴイネルワイゼン」／アンコール　「花は咲く」、「出外人」（蕭泰然）、「浜辺の歌」）
　まず、プログラムそのものですが、全部自分で考えたのは今回が最初です。ロザンド先生の考えに基づいて最初に聴きやすい
曲から入っていって、そこからテンションを上げて後半ではエキサイティングで派手な曲を持ってくるように構成しました。そ
れで、ベートーヴェンのソナタをプログラムの最初にしてみました。この第１番は大好きなのですが、大勢の聴衆の前で弾くの
は今回が初めてでした。特に好きなのは第２楽章です。これはベートーヴェンが書いた１０曲のソナタのうちで、もっとも綺麗
な楽章ではないでしょうか。今まで、３番、５番、７番は演奏会で弾いたことがあったのですが、今回はこの１番を是非弾きた
いという強い気持があったのです。
　グリーグですが、この曲を初めて耳にしたのはハイフェッツの録音でした。そのスタイル、スライドや音色がすごく好きだっ
たので、決して物まねをするというのではなく、その素晴らしいところを取り入れたいと思いました。
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